
 
 
 
 
 
 
平成26年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日) 
 

 
 

修正の理由 
 主力商品の18Ｌ缶では、ラミネート缶の数量回復により売上が予想を75百万円上回りました。また美術缶では、需要の回
復により売上が予想を67百万円上回りました。 
以上の要因から損失が減少する見込みとなりました。 
 
 
＊ 上記業績予想につきましては、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後様々な要因により予想数値とは異なる可能性があります。 
 

以 上
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第2四半期業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成25年４月26日に公表いたしました平成26年３月期第２四半期累計期間の業
績予想の修正につきましてお知らせいたします。 
なお、通期につきましては従来の業績予想の修正はいたしません。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1株当たり四半期純
利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,567 △88 △49 △49 △4.23
今回修正予想(B) 2,709 △71 △28 △24 △2.12
増減額(B-A) 142 17 21 25
増減率(%) 5.5 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成25年3月期第2四半期）

2,757 △111 △73 5 0.44


